
第１学年　国語科学習指導案

１　単元名　　物語のおもしろさを探ろう！ ～千年の時を超えて～
    教材名　　蓬莱の玉の枝 ―「竹取物語」から（「国語 １」光村図書）

２　言語活動とその特徴

　　　言語活動として、「古文や現代語訳から登場人物の人物像を読み取り、自分の考えを深める」ことを位置付けた。本単元でねらう「場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み、内容の理解に役立てること」「文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広くすること」にふさわしい言語活動であると考えた。また、古典指導全体を通して「文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読して、古典特有のリズムを味わいながら、古典の世界に触れること」を意識しながら取り組むが、その一環ととらえている。
３　単元設定の理由
（１）生徒について

生徒は小学校で既に古典について学習し、作品名や冒頭部分の暗唱などを中心に、古典作品に触れている。しかし、生徒の実態として、どんな学習をしたか、どんな力をつけたか、曖昧な生徒も多く見られる。

「読むこと」についてはこれまで、文学的文章の指導の中で「場面や登場人物の描写に着目して、内容を読み取ること、読み深めること」に重点を置いて指導してきた。生徒は、場面展開や人物の描写から内容を深く読み取り、理解を深めることが徐々にできるようになってきている。また、人物の行動や心情と自分を比べたりしながら、深く読み取り、考えを広げることにも取り組んできている。

情報を活用する力については、国語科や他教科の調べ学習の中で、さまざまな本や資料の中から必要な情報を読み取る活動に取り組んできているが、必要な情報を集める力については個人差が大きく、また、文章をそのまま写し取るだけで、まだ自分の言葉でまとめられるところまでには至っていない。

　　　
（２）単元構成について
　本単元は、中学校で初めて本格的に古文学習を行う単元であるが、「竹取物語」は、幼いころから絵本などで慣れ親しんできた話でもあり、生徒が興味・関心を持って取り組むことのできる教材である。冒頭部分は、小学校で既習のものであり、また平易で取り組みやすく、中学校で初めて音読・暗唱に取り組む教材としても適当である。また、五人の貴公子の求婚や帝の登場するところでは、行動の滑稽さやこの世のものでない不思議さが描かれ、生徒も興味を持って読むことができる。さらに、当時の人々のものの見方や考え方、生き様に触れ、現代に生きる自分たちと重ね、比べることで、今も昔も変わらない人間像に迫ることができる教材であると考えている。

本単元では「古文や現代語訳から登場人物の人物像を読み取り、自分の考えを深める」力をつけることをねらいとしているが、これらの点から適当な教材であると考えられる。

　
（３）指導について        
　　　指導にあたっては、単元を貫く言語活動として、「古文や現代語訳から登場人物の人物像を読み取り、自分の考えを深める」ことを位置づけ、姫に求婚する貴公子たちの物語を分担して読み取り、他に説明することを前提に読み取ったことをまとめ、自分たちの考えを持たせたい。読み取ったことを交流する中で、当時の人物と現代人との共通点に気づかせたい。その時、物語のあらすじや人物像をまとめたプレゼンテーションをグループで工夫して作らせ、相手を意識して取り組ませるため、資料から読み取った内容をより自分たちのものとしてとらえさせることができると考えている。

　　　また、思考や説明のためのツールとしてipadを活用することにより、グループの話し合いや交流し合う活動において、意見交流を活発にし、考えを深めることが可能になると考えている。
４　単元の目標
（１）古典作品のおもしろさに触れ、現代とつながりがあることに気づき、興味・関心を持って古典作品を読むことができる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （関）

（２）場面の展開や登場人物の描写に注意して古文や現代語訳を読み、内容を理解することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｃ読（１）ウ）
（３）文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広くすることができる。

（Ｃ読（１）オ）
（４）文語のきまりについて知り、古文を音読して、古文のリズムを味わいながら、古典の世界に触れることが

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伝・国（１）ア（ア））

５　単元の評価規準  
	国語への関心・意欲・態度
	読む能力
	言語についての知識・理解・技能

	・古典作品のおもしろさに触れ、現代とつながりがあることに気づき、興味・関心を持って古典作品を読もうとしている。

	・場面の展開や登場人物の描写に注意して古文や現代語訳を読み、内容を理解しようとしている。　　　　【Ｃ読（１）ウ】

・文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広げようとしている。　　　【Ｃ読（１）オ】
	・文語のきまりについて知り、古文を音読して、古文のリズムを味わいながら、古典の世界に触れようとしている。
【伝・国（１）ア（ア）】


６　指導と評価の計画（全６時間）          　　　

	時
	主な学習活動
	指導上の留意点
	評　　価

	１
	・本単元のねらいを確認し、学習の見通しを持つ。
・冒頭を読み、古文のリズムに親しむ。（音読・暗唱）
	・学習の目当てと手順を示し、見通しを持たせる。

・本文を読ませ、古文の特徴についてノートにまとめさせる。
	・関心・意欲・態度

（ワークシートへの記述・観察）
・言語
（ワークシートへの記述・観察）

	２～５（本時４時間目）
	・自分が選んだ貴公子たちの物語を読み、人物像について考える。　　　　　　　　　（個）

・同じ人物を選んだグループで、人物像について考えを出し合い、プレゼンテーションを作成する。　　　　　（グループ）

・途中経過を他グループと交流し、工夫改善につなげる。

　　　　　　　　　（ジグソー）

・他グループとの交流で得たものを生かし、プレゼンテーションを完成させる。 （グループ）
	・選んだ人物について、原文（注釈付き）、２種類の現代語訳を読ませ、人物像のわかる所に線を引かせ、人物像についてまとめさせる。

・同じ人物を選んだ３人（～５人）グループで、線を引いたところや読み取った人物像について交流させ、ワークシートにまとめさせる。　　　　　　
・クラスメイトに、自分たちが選んだ貴公子の人物像がわかりやすく伝わることを意識させながら、プレゼンテーションを作成させ、発表原稿をまとめさせる。

・文章を手がかりに、根拠を明確にしながらまとめることをおさえながら作業を進めさせる。

・途中経過を環流し、他のグループのさらなる意欲付け、工夫改善へとつなげる。
	・読む
（ワークシート、ipadへの記述）
・言語
（ワークシート、ipadへの記述）

	６・７
	・発表会を行い、物語のおもしろさについて考える。　　（全）

・教科書の他の部分を読み、内容を理解する。

・単元の振り返りをする。
	・各グループごとにモニターに画像を映しながら、発表させる。発表にも他グループの発表を聞くことにも全員が関わるよう配慮する。

・物語のおもしろさについて考えさせ、古人と現代人に共通する考えや心情に気づかせる。
	・関心・意欲・態度（観察）

・読む
（ワークシートへの記述）

・言語
（ワークシートへの記述・観察）


 ７　本時の指導（４／７）
 （１）本時の目標
        貴公子たちのエピソードや人物像をわかりやすく伝えよう！
 （２）本時の評価規準
      ・場面の展開や登場人物の描写に注意して古文や現代語訳を読み、内容を理解しようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【Ｃ読（１）ウ】

・文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広げようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【Ｃ読（１）オ】
 （３）展　開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	評　価

	５

１０

２０

１０

５
	１．本時の活動を確認する。
	○グループで作成中のプレゼンテーションを交流し、さらに工夫したり練り直したりすることを確認する。
	

	
	
	人物像をわかりやすく伝えるために、どんな工夫をしたらよいだろうか。
	

	
	２．グループごとに作成中のプレゼンテーションについて、他グループへの説明の準備をする。

３．他グループと交流し、工夫点や改善点について話し合う。

４．模擬発表、話し合いをもとに、工夫点を考え、話し合う。

５．本時のまとめをする。
	○同じ人物のグループで作成中のプレゼンテーションについて、他グループに説明するための内容の再確認や練習を行わせる。

○作成中のプレゼンテーションを他グループと交流させ、工夫点や改善点を考えさせる。（ジグソー）

・３人ずつのグループに分かれ、一人ひとりがipadを操作しながら模擬発表させ、気づいたことを出し合わせる。

・人物像については、特に「根拠」が明確かどうかについてしっかり考えさせる。

○もとのグループに戻り、発表や話し合いで得たことを環流させ、さらに伝わりやすく、わかりやすい発表にするために工夫できる点はないか話し合わせ、手直しさせる。
○工夫の見える特徴的な数グループに一部発表させ、工夫点を全体で確認する。
・発表者、聴衆それぞれに工夫点や感想を発表させる。
・板書し、教師の評価を加える。特に人物像について、根拠を明確に、自分たちの言葉でまとめているかについておさえる。
○他にわかるように説明するためには、根拠を明確にすること、内容を自分の言葉でまとめることの大切さについてまとめる。

○次時はグループごとに発表することを確認する。
	・場面の展開や登場人物の描写に注意して古文や現代語訳を読み、内容を理解しようとしている。（観察）
・文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広げようとしている。

（ワークシートへの記述・観察）



板書計画
	


○発表準備


　・わかりやすく伝わるように！


　・エピソード→人物像（根拠）


→感想・まとめ





○模擬発表


〈気づいたこと・工夫点・感想〉


　・プレゼンのまとめ方について


・人物像について　←根拠を明確に


　・


　・


　

















まとめ　


◇文章を手がかりに、根拠を明確に、


自分の言葉でまとめることが大切である。








※古人と現代人……





〈授業の流れ〉


　１　グループ学習Ａ　　発表準備


　２　グループ学習Ｂ　　模擬発表・交流


　３　グループ学習Ａ　　工夫・改善


　４　全体・個別学習　　まとめ





人物像をわかりやすく伝えるために、


どんな工夫をしたらよいだろうか。








物語のおもしろさを探ろう！ ～千年の時を超えて～
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課題　
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